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松本先生 どうもありがkう

ございました.総長の方からこ

のシンポジウムの包留もかなり

ご観明い1とだけましたので、私

の方からは簡単に趣旨拠開させ

ていただ〈ことにいたします.

総長の挨拶にもありましたと

おり 今年度から綾育関係共同

利周拠点左いラこ左で、 FDにか

かわる共司利用拠点が全圃に 7

抱点認定されました.京都大学

も「相互研修型 FD共同利用拠点』に認定されまして、そういう意味で、われわれも新た

な歩みを4農業していかなければいけない時期に来ております.ただ、実際にこのようなセ
ンターなどにおりますと、その場その語、その時点その時点でいろいろな際周が与えられ

て kもすれば目先の線題に追われてしまうこともありますし こういった拠点 FD

ネヲトワークJというものが注目されてきている祷れを、大学畿膏がこれからどう査わって

い〈のかという、もう少し大きな視野のなかでとらえてお〈必要があるだろう k思います.

まt それ、った大きな観点をみなさま方k共有しながら、回ネクトヲータあるも、は各
大学のFDの在り方を、改めて脅え直す時期に来ているので陪ないか左も恩います.

私は、前伝の大学評価ー学位授与楊構で、大学評価の立ち上げに携わ。ておりましたが、

大学評価が始まったのがちょうど 200C年のととで、それから 10年たった 2010年という

節目の年でもあります.その閥、大学評価をはじめ、大学般曹には大きな変化がい〈つも

起こりました.そういう意味で、今回は、大学敏育改革の潰れを大所高所から見捜してい

ただけるような方々に話題提供者としてお集まりいただきました.療は、醤題提供者の先

生方位、私2もの尖岡利周拠点の需問鋳員kして、外郁の聞から義司利用の在り方にいろ

いろご意見を賜ることができればということでお嵐いしております.京都大学は『がめつ

い」とよく雷bれるととがありまして、本来ならば とのような FD関係のシンポジウム

などがありましたら基調隊演をお願いするような先生方ばかりでありまして 本当に餐沢

な顔ぶれです.そのような先生方からいろいろご意見を伺えるこのような誠多にない織会

でもありますし、私たちだけ雄占するのではもったいないということで公開とさせてい企

だいた次第です.

今、鎗長の方からご紹介がありましたので、あらためてご紹介はいたしませんが、思r

も共闘利用極点の5人の鱈問委員の先生方k小徐容・官に、拠点の今後の方向性について

の回中センター長よりの基調報告に鍛いてロメントをいただきますが、プログラムにある

願書>は変更させていただき去す.先生方からいただいたレジュメなrを参宥にいたしま
して、マクロな視点からミクロな視点へという掠れをもたせてみました.ご提言いただ〈
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順序i士、社会や制度などの比較的マクロな観点から、個々の授業活動などのミタ口な視点

へということを考慮してみました。大学教育関係では二つの大きな学会があPますが、比

較的マクロな研究視点が中心となる高等教育学会から、比較的ミクロな部分を対象とする

大学教育学会という流れiこいたしました。高等教育学会の初代会長であられた天野郁夫先

生にトップバッター、そして現在の高等教育学会長の舘先生、続いて、羽田先生につなぎ

まして、大学教育学会長を務められていた寺崎先生、絹川先生という順序としたいと患い

ます。最後に、小松審議官に締めていただこうと思ってお哲ます。

それでは、まず、京都大学高等教育研究開発推進センターの取型組み、教脊関係共同利

用拠点として今考えている方向性、私どもが抱えている課題などにつきまして、高等教育

研究開発推進センタ}長・田中毎実より基調報告させていただきます。問中先生、よろし

くお願いいたします。


